




 

この3,あるいは4年間,先天性代謝異常のモニタリングという難問に,文字通り手探りに近

い状態で取組んできたが,いずれも最終年度を迎え,ある程度の区切りがつけられた。 

 全般的な立場から研究目的を眺めると,以下のごとくモニタリングを目標とするマス・ス

クリーニング技術の開発とその試行,および診断,治療技術の開発を目標とする病態解析に

しぼられる。 


